
別記様式第17号（第12条関係）

事　業　実　績　書

団体名 仁保自治会

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 情報発信事業 決算額 217,319円

視点

事業名 地域交流促進事業 決算額 269,404円

視点

事業名 産業振興事業 決算額 149,472円

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

検証（成果、来年度以降への改善点等）

令和2年度策定「第3次仁保地域づくり計画」の第3年の事業を実施するために、地域住民
への周知徹底を行った。広報紙やホームページを活用すると共に、インスタグラムや
YouTubeも活用し、積極的に情報発信を行い、広報活動の充実を図った。

仁保大農業まつりを、ステージイベントや飲食・体験ブースを再開するなどコロナ禍前に近
い状態で開催することで、賑わいや活気をもたらし、地域内外の交流を深めた。
写真コンテストでは34人より79点の応募があり、作品を交流センターに掲示して地域の魅
力を積極的に発信した。応募作品の中から、四季を感じることのできる作品を選び「仁保の
里カレンダー」を作成し、全戸配布した。また、「仁保の道の駅」や「帰郷庵」にも設置し、来
場者に配布して好評を得た。
また、地域内外との交流や地域課題に独自に取り組む団体を公募して、６グループを支援
した。交流人口の増加の促進に加え、これら団体と仁保自治会の団体の間で情報交換会
を開催し、団体同士の横のつながりを深め、地域活動の活性化を促した。

仁保の里山の農産物、食、体験、名所や、地区内に存在する地場産業を紹介し、地域経
済の活性化を図るために、仁保自治会内で「仁保に胸キュン実行委員会」を組織し、パン
フレット「仁保に胸キュン発見マップ」を企画・制作して、地域内の施設や世帯に配布した。
また、「仁保に胸キュン実行委員会」が造成した「胸キュン畑」で体験農園を行った。市外か
らも応募があり、仁保地域との交流が図られた。また、中学校での授業でも栽培体験に取り
組んでいただき、学校給食にも取り入れ、地産地消の意識や地域への愛着の意識を高め
た。

「広げよう　いいとこ仁保　未来へつなげ!!～仁保に胸キュン～」を合言葉に住み良い地域
づくりを進める

①

「第3次仁保地域づくり計画」に基づく事業実施について、地域住民への周
知徹底を図る。また、広報誌やホームページ等を活用し広報活動の充実を
図る。

②

一昨年度観光資源として活用を始めた「巨岩・重石」について、地区内の他
の観光資源と共に、一層の情報発信を行う。また、公募により、独自に地域
内外との交流を行っているグループを支援し、交流人口の増加を促進し、地
域の活性化を図る。

③

昨年度より引き続き、農産物の生産、食の体験、地区内の地場産業等地域
の魅力を紹介するパンフレットを作成し、農村地区の特性を活かして、産業
の活性化を図る。



４　総括

5　事業内容

（１）協議会運営

事業費

（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費

（成果・評価）　年間を通じて滞りなく事務局運営を行った。

（今後に向けて）　事務局機能の充実を図る。

（２）地域振興

事業名

事業費

（実施時期）　通年

（参加人数）地域内戸数　約950戸

（今後に向けて）　ＳＮＳで更に魅力ある情報を発信していきたい。

事業概要

第3次地域づくり計画に掲げる地域の活性化や安心して生活できる環境づくりを達成するために、
コロナ禍の中、対策を講じながら、積極的に事業を進めてきた。コロナ禍の影響で中止していた事
業が多かったが、大農業まつりや夏祭りをコロナ対策を盛り込んで開催するなど、工夫しながら、
徐々にコロナ前の状態に戻すことを心掛けた。
産業振興事業では、新たに実行委員会を立ち上げ、農村地域の特長を生かした複数の事業を実
施した。参加者から大変好評を得た。
地域交流促進事業では、地域課題に独自に取り組む地域活動団体を公募により発掘することで、
その活動や人材を育てることができた。また、仁保自治会に加入する団体も交えた情報交換の場を
設けることで、それら活動のＰＲや新たな気付き、団体を跨いだ連携の輪の広がりなど、地域活動の
活性化にも寄与した。

4,109,864円

（事務員等の雇用人数）　事務局長1名、事務員　1名

（評価）
ＨＰ等で地域情報を適時に地域内外に発信することにより、住民の地域意識
が醸成されている。

（実施内容）

情報発信事業

217,319円

（成果）
仁保自治会だより年2回発行、HP・インスタグラム・YouTube随時更新

年２回の自治会だよりに加えて、交流センターが発行する仁保だよりを有効
に活用することで、住民が地域情報を共有でき、地域づくり活動への理解と
参加が促進できた。また、ホームページやインスタグラムなどインターネットを
活用し、ＰＲに努めた。今年は新たにYouTubeも開設した。仁保の里カレン
ダーを全戸配布した。

事務局の
運営体制



事業名

事業費

（成果）写真コンテスト応募79点。地域のグループが活動に加わった。

事業名

事業費

事業名

事業費

（成果）田畑を荒らす有害鳥獣を追い払い、被害防止に努めた。

（実施内容）

地域交流人口を増加させ地域活性化を図った。
写真コンテストの実施。
公募グループ（にほかあさんの会、仁保んオープン、仁保クラスメイトプロジェ
クト、仁保の里山茶屋）が活動に参加した。

事業概要

事業概要

（今後にむけて）今後も引き続き取り組んでいきたい。

（実施時期）４～３月　（参加人員）－

（評価）
写真コンテストでは多数の応募があった。新規グループが活動に参加した。

事業概要

地域交流促進事業

269,404円

有害鳥獣被害防止推進事業

100,000円

地域活性化応援事業①

教育関係者の地区内視察研修開催。
地域功労者表彰の実施（３年ぶりに再開した農業まつり開会式で表彰した）

（今後にむけて）
今後も有害鳥獣被害対策協議会と連携して被害を防止していきたい。

　18,700円

（実施内容）

（今後にむけて）
地域交流を一層促進するために、各団体の活動を支援していきたい。

（実施内容）

有害鳥獣被害対策の実施（追い払い用花火の購入）

（評価）一時的な追い払いでは被害があまり減らない。

（成果）約３０年前から教育視察研修を実施しており、新任の先生方に仁保
地域の歴史を知って頂いている。

（実施時期）教育視察研修８月　（参加人員）15名

（評価）学校での教育に地域の歴史や取組みを組み込んで頂けた。

（実施時期）通年　（参加人員）－



事業名

事業費

事業名

事業費

（評価）好評だった畑は５年度に引き続き取り組んでいく。

事業名

事業費

（成果）
山口市の空き家バンク制度と連携し、家屋１件土地の登録が１件あった。

事業概要

事業概要

法定外公共物等整備事業②

（評価）全集落の協力委員や班長さんが協力してくださった。

（今後にむけて）危険個所の改良に向けて取り組んでいく。

定住促進事業

0円

事業概要 （成果）
交通・災害危険個所等76件の要望事項が提出され、県・市に要望した。

（今後に向けて）学校・地区外の人も取り込み、交流を図っていきたい

（実施時期）周年　（参加人員）－

（評価）空き家が多いにもかかわらず、空き家バンクに登録する人が少ない
ため、入居希望に追いついていない。

（今後にむけて）空き家の物件登録をしてもらえるよう努める。

山口市の空き家バンク制度と連携し、定住促進をＰＲした。

産業振興事業

149,472円

（実施内容）
仁保に胸キュン実行委員会で、
①胸キュン畑で、地産地消の取組みによる、野菜の栽培・収穫体験を行っ
た。
②実行委員で胸キュンマップを印刷し、配布した（Ｒ３年度はデザイン）。

（成果）
畑・マップとも地区内外の人に参加してもらい、交流が図られた。
中学生にも参加してもらい、幼・小・中学校給食に野菜を提供した。

（実施時期）周年　（参加人員）－

0円

（実施内容）

集落点検の実施

（実施内容）

（実施時期）５月～７月　（参加人員）－



（３）地域福祉

事業名

事業費

（実施内容）

（実施時期）　健康教室（７月）、サロン活動・・通年

（参加人数）　地域住民

（成果）地区民の各階層の健康づくり活動が促進された。

（今後に向けて）活動の内容を一層充実させていく。

事業名

事業費

（実施内容）　

（実施時期）秋～

（参加人数）-

事業名

事業費

（実施内容）　

　どんど焼き

（実施時期）１月

（参加人数）約100名

（成果）昔ながらの風習や地区住民たちの繋がりを感じてもらえた。

（評価）子ども会や青少協が中心となって開催できた。

（今後に向けて）今後も伝統ある行事を繋げていきたい。

事業概要

老人クラブ各大会開催、シニア健康教室、福祉員協議会血圧計購入、福祉
推進会議を隔月一回開催。紙芝居フレーム購入

事業概要

運動会アンケート実施
ニュースポーツ用具（ネットネットゲーム）の購入

（評価）カローリング・クッブの種目で集落対抗の大会を初めて開催できた。

事業概要
（成果）
ニュースポーツ用具を使いスポーツ大会が開催できたことで健康づくりや仲
間作りが促進された。

（今後に向けて）今後も利用しやすい行事を行っていきたい。

11,410円

健康増進・ニュースポーツ振興事業

こども高齢者交流事業①

75,697円

（評価）
ニュースポーツとして老人クラブがカローリング大会を開催した。
関係団体と連携して福祉会議を隔月一回開催し、高齢者の問題事が共通
認識できた。

111,339円

高齢者サポート事業



事業名

事業費

（実施内容）　

（実施時期）通年

（参加人数）-

（成果）幅広い年齢層の子ども達の支援ができた。

（評価）公募グループの活動の支援ができた。

（今後に向けて）今後も幅広い支援を行っていきたい

（４）安心・安全

事業名

事業費

（実施内容）

のぼり旗購入
反射鏡希望集落なし

（実施時期）4-3月

（参加人数）-

（成果）交通安全意識の啓発や交通安全環境が整備された。

（評価）大きな交通事故がなかった。

事業名

事業費

（実施内容）

（実施時期）

（参加人数）-

（評価）　犯罪のない安全な地域環境づくりが進んでいる。

（今後に向けて）防犯灯設置希望があれば対応していく。

事業概要

防犯灯の設置推進・防犯灯のＬＥＤ切替（今年度は希望なし）

事業概要

事業概要

（今後に向けて）
交通安全啓蒙活動を高齢者組織や学校等と連携して行っていきたい。

34,920円

0円

交通安全推進事業

（成果）集落の防犯灯ＬＥＤ切替が大部分終わった。

防犯灯設置補助事業

子育て広場「いっぽ仁保さんぽ」・児童クラブ「くすのき学級」備品購入・仁保
川こいのぼり掲揚、二十歳のつどい、子ども会クリスマス会、活動支援（くす
のきネット・仁保クラスメイトプロジェクト）

子育て環境支援事業

189,255円



事業名

事業費

（実施内容）

防災研修会の実施、災害時に使用する土のう・真砂土の配置

（実施時期）通年

（参加人数）　－

（評価）　住民の有事に備える意識が啓発された。

（今後に向けて）災害時の対策を進めていく。

（５）環境づくり

事業名

事業費

（実施内容）　

農業用以外道路　1件、水路　2件

（実施時期）9月-3月

（参加人数）　－

（成果）住環境、農業土木環境が整備された。

（評価）生活環境整備に対するきめ細かな対応が出来た。

（今後に向けて）今後も引き続き取り組んでいく。

事業名

事業費

（実施内容）

（参加人数）　全集落

（成果）　四季を通じて地域の環境美化意識が高まりつつある。

（評価）　地域全体の活動として定着している。

（今後に向けて）　今後も引き続いて実施していく。

事業概要

河川美化（彼岸花の里づくり）啓発、地区内の道路沿いの清掃（中止）
花いっぱい運動

事業概要

31,174円

法定外公共物等整備事業①

1,810,000円

清掃活動推進事業

（実施時期）
花の植栽春～夏、彼岸花草刈り6・8月、道路沿い空き缶清掃　2月（コロナの
ため中止）

自主防災活動実施事業

101,200円

（成果）
住民が協力して真砂土を袋につめ、災害時に速やかに使用できるようにし
た。防災研修会を実施し、今年は土のうの作り方を消防団員から学び実際
に作った。

事業概要



事業名

事業費

（実施内容）

（実施時期）5-3月

（参加人数）約300人

（評価）　河川の草刈りをすることにより土砂の堆積を減らすことができた。

（今後に向けて）今後も引き続き取り組んでいく。

（６）地域個性創出

事業名

事業費

（実施時期）11月

（参加人数）　8人

（評価）読む会は毎月交流センターで開催。年一回帰郷庵で開催。

（今後に向けて）今後も引き続き応援をしていきたい。

事業名

事業費

（実施時期）12月

（参加人数）約50人

（成果）地域の歴史や文化・行事が地元の中学生に伝わった。

（評価）郷土の行事が伝承されている。

（今後に向けて）今後とも引き続き実施していく。

事業概要

河川草刈整備、オオキンケイギク駆除（５月）犬鳴の滝散策道清掃（３月）

事業概要

礒多を読む会開催、本代

事業概要

歴史文化伝承事業

（成果）
嘉村礒多９０回忌にあわせ、生家である帰郷庵で礒多を読む会を開催。

正月行事の伝承（しめ飾り・門松づくり、お茶の作法を老人クラブの講師が中
学生に伝えた）

7,490円

（実施内容）

環境維持保全事業

（成果）
河川の草刈りをすることによって水害防止と環境美化が図られた。
犬鳴の滝散策道を清掃し、散策しやすくなった。

こども高齢者交流事業②

261,737円

0円

（実施内容）



事業名

事業費

（実施時期）
蛍まつり6月（中止）、夏祭り8月
農業まつり11月開催

（参加人数）-

（評価）密を避け、お祭りが開催できたことは大変喜ばしい。

（今後に向けて）今後とも地域内外の人が参加できるお祭りを開催したい。

（成果）今年度は夏まつり・農業まつりがお祭り形式で開催できた。

事業概要

（実施内容）

地域活性化応援事業②

944,730円

地域イベントの開催（夏まつり・農業まつり開催）
展示用パネル購入


